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1 技術面：重複投資
準天頂システム (QZSS)は日本独自の衛星測位システム構想で，日本周
辺限定の地域航法衛星システムである．しかし，これは既存の GPS など
の全地球衛星測位システム (GNSS)と重複投資となる．巨額の投資に見
合った価値があるかどうか，十分検討してから踏み切るべきである．

1. 準天頂システム (QZSS)整備に必要な費用は約 1700 - 2700 億円と
試算されている [1]．またインフラ完成後も継続的に年間数百億円単
位の整備費用が必要である．

2. 衛星測位システム (GNSS)としては既にアメリカの GPS, ロシア
の GLONASS, 現在整備中の EU のガリレオ (Galileo)，中国の北斗
2(COMPASS)[2]などある．したがってQZSS は衛星測位システム
としては重複投資となる．

3. 重複投資でも，既存の衛星測位システムが使えなくなる場合のリス
ク分散なら正当化できる．ところで GPS も GLONASS も核戦争
を想定し構築されたシステムで，部分的なトラブルならともかく，
全体的な機能停止は極めて起こりにくい．さらに GPS が使えず，
QZSS のみが使える状況は大変想定しにくい [3] ．

4. 地形によっては測位に必要な数の GPS 衛星が見えないことがある．
これが準天頂衛星システム推進の強い根拠の一つであった．ところ
が GPSに GLONASS [4], COMPASSや数年後には Galileoシステ
ムが加わることで地形による可視衛星数の問題は大幅に緩和される．

5. 性能面では，衛星測位精度では準天頂衛星「みちびき」は既存の
GPS を上回っている．しかしながら次世代 GPS や Galileo システ
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ムで衛星測位精度が向上 [5, 6, 7] するので，QZSS を整備完了の時
点では，他の GNSS システムに対する優位はなくなる．

6. コスト面でも地球規模の GPS や Galileo システムに対して，地域
航法衛星システムの QZSS が十分優位とはいえない．QZSS では必
要な衛星数こそ少ないが，軌道が GPS 他より高いので衛星質量が
重くなり [8] ，コスト高になる．また数が少ないので量産によるコ
スト削減効果も低い．

なお，地域航法衛星システムには，他にインドの IRNSS [9]がある．

7. 外交的プレゼンスとしても，中国は独自の衛星測位システム構築中，
韓国は Galileo 計画に参加しているので，QZSS の意義は乏しい．
他の国に対しては地域航法衛星システムの性格上メリットに欠ける．
そもそも Galileo のように最初から多国間協力 (EU 以外に 中華人
民共和国、イスラエル、ウクライナ、インド、モロッコ、サウジア
ラビア、大韓民国が参加) で進められているものと根本的に違う．

8. 残る準天頂システムのメリットといえば，超高層ビル街での衛星測
位の有効性が高まると言うことくらいである．しかし国費を投じて
の数千億円の宇宙インフラ構築の正当化には不十分である．

以上から，民生用に準天頂システムの構築に早急に乗り出すのは大き
な疑問がある．少なくとも現状より大幅にコストパーフォーマンスが改
善される必要がある．
かといって日本には，ロシアや中国のようにアメリカと対抗する戦略
的な意志も能力もないし [3]，インドのような地域大国 (核兵器保有国）と
しての戦略があるわけでもない．EU のように，アメリカやロシアに対す
る第 3グループを外交的に形成する意志もない．
幸い，初号機の「みちびき」には十分な寿命があるので，再検討の時
間はある．

2 運営組織の問題
準天頂システム (QZSS) を推進運用するに適した既存の省庁があるに
もかかわらず，内閣が主導となって行っている．これは日本の宇宙計画
のなかで QZSS を聖域化しようという意図と受け取られてもしかたがな
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いし，また内閣が複数の宇宙プロジェクトの指令塔となろうとすること
と QZSS 重点推進は矛盾する．

1. 諸外国の衛星測位システム (GNSS) はしばしば国防と関連して整備
されているが，民生利用を主体として整備される場合は運輸関係の
省庁が運用主体となっている (GPS, Galileo)

2. 日本でも，国土交通省はGNSS の整備運用に最適の組織である．

(a) 管轄下の気象庁が人工衛星運用の経験を 30年以上積んでいる．

(b) また GPS 補強システム (MSAS)を 2005 年から運用している．

(c) 国土交通省管轄下の国土地理院は GPS 利用の電子基準点を長
年整備してきている．

3. しかしながら，準天頂システムは，国土交通省などではなく，内閣
府枠から予算申請している [10] ．特定の宇宙プロジェクトを，内閣
自体が推進するのは異例である．あえていえば情報収集衛星 (IGS)

を内閣情報調査室が運用している例くらいである．

4. 12月 22日の報道によると宇宙戦略室 (仮称)を内閣府に新設する予
定 [11]だそうである．ところで，この組織の目的は

(a) 宇宙政策の司令塔機能（宇宙利用の企画・立案や政府内の調整）

(b) 準天頂衛星システムの開発、整備、運用の施策実施機能

だそうであるが，複数の宇宙プロジェクトの相互調整と，特定の単一
宇宙プロジェクトの推進を同じ機関で行うのは明かに矛盾している．

3 QZSS の経済波及効果
1. 準天頂衛星システム (QZSS) の経済波及効果は一部報道では 10兆
円といわれている．

2. しかし，これほど大きな経済波及効果が本当にあるなら，QZSS と
類似の民生目的の Galileo 計画はもっとスムーズにいったはずであ
る．Galileo 計画は当初予定より約 7年遅れているが，外交的問題
の他，当初予定の民間からの出資が見込めなくなったことによる計
画変更がある．
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3. QZSS の経済波及効果といわれているものの中には GPS や Galileo

利用のものも混じっていると思われる．他の GNSS 利用と QZSS

利用の経済効果を分離するのは難しい．

4. QZSS で次世代 GNSS の世界標準 (レシーバーを含め)を目指すと
いった議論があるが，そもそも QZSS は地域航法衛星システムであ
るので，前提自体がおかしい．

5. 実用衛星として大きな経済波及効果が見込まれるなら，民間運用に
任せた方が効率的である．民間の宇宙利用には例えば

(a) 通信衛星

(b) 放送衛星

(c) インターネット衛星 (IPSTAR, KA-SAT, きずな等)

(d) 衛星電話（イリジウム,グローバルスター，Thuraya等）

(e) 高解像度地球観測衛星 (IKONOS,WorldView-1, 2,GeoEye-1)

などである（なお，通信衛星，インターネット衛星，衛星電話他は
それぞれ重複）．

日本はインターネット衛星「きずな」を打ち上げているが，商用の
インターネット衛星ほどには利用されていない．また，当初は「き
ずな」後継の商用の BBISS 衛星が予定されていたが中断．

QZSS 自体，2002-2006 年には通信放送ビジネスと兼用が考えられ
たが，見通しが立たず中止された．

6. 日本の国家プロジェクトで，経済効果が大きいと当初いわれたもの
には，十分な成果をあげてないものや，他のプロジェクトと競合す
るものが多い．

科学技術プロジェクトとしては原子力船「むつ」，高速増殖炉「も
んじゅ」，あるいはもっと枠を広げると，地方空港（約 9 割が赤字),

地方新幹線,高速道路の建設 (交通網として重複投資,並行在来線問
題）他に様々な公共事業．
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4 QZSS のコストパーフォーマンス改善案
QZSSのコストパーフォーマンス改善は小手先では難しく，軌道設計か
ら見直さないといけない．

1. 長楕円軌道 (モルニア軌道，ツンドラ軌道)の採用

この軌道を採用すると，衛星の打ち上げ質量が軽量化でき，H-IIA/B
からの複数衛星投入でコストダウンが可能．

長楕円軌道は GLONASS の将来構想 [12] で考慮されている．

2. 12時間または 8時間周期の軌道

この場合，必要な衛星数は増加するが，衛星質量を軽くでき複数打
ち上げによるコストダウンで全体のコストはそれほど上昇しない．

また，受益地域が日本のみでなく，12時間周期ではアメリカ東部，
8時間周期ではイタリア+フランス南部)およびアメリカ西部を含む
ものとなり，商業的および外交的なメリットが期待できる．

3. カバーする領域を減らし，送信電力を節約して衛星を小型化する．

地域航法衛星システムとしての割り切りである．
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